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緒 言

第 1篇では急性肺水腫の病理組織学的所見に

就いて述べたが,本第では水腫肺の微細構造を

電子顕襖鏡的に観察 した所見に就いて述べる｡

光学顕微鏡的観察によっては健常肺の襖細構

造 を詳細に観察することが出来ないので,近年

に至って多 くの人々により電子顕襖鏡的観察が

行われるようになった｡

即 ち,海外に於いてはLow(1952,1953)ll)19',

Swigart(1954)25),Schlipk･6ter(1954)28),

Policard(1954)22),Bargmann(1955)1),Schulz

(1956)26)等の報告があり, 我が国に於いても

長石,長沢 (1956)14),板木 (1956)7),高木

外 (1956)30)等が教程の晴乳動物肺の電子顕微

鏡的所見を報告 している｡

併 しながら,水腫肺の電子顕微鏡的な所見に

関 しては Schulz(1956)27)の報告 がある程度

で,我が国に於いても友松･外 (1957)99)や著者

等が学会演題 として報告 しているにすぎない｡

そこで著者は水腫肺に於いて招来される肺構

部の微細な変化を検討 して二,三の興味ある知

見 を得たので報告する｡

弟 1章 実 験 材 料 並 び に 実 験 方 法

1 肺胞上皮

2 肺胞壁毛細血管

3 肺胞中隔の間質

第 3葺 綜括並びに考按

結 論

全 篇 結 論

実験動物は 2kg内外の健常な成熟家兎 であ

る｡

肺水腫を発生せ しめる実験方法には各種の方

法があるが,第 1篇で述べたように家兎に比較

的大量のア ドレナ リンと生理的食塩水を静注す

ると,高率に急性肺水腫が招来されるので,こ

の方法で肺水腫を起 させた肺を電子顕微量如勺に

観察 した｡

即 ち,体重 kg当 り 0.4mgの 0.1%ア ド レ

ナ リンと 100ccの生理的食塩水を同時に急速

に,家兎の頚静脈に注入したO

叉,低酸素や高濃度炭酸ガスを負荷 した肺も

観察に供 した｡

そして,3分後に生 きたままで開胸 し,肉眼

的に水腫性の変化が認められる部分の肺組織を

切除 し,これを以下のような方法で観察 した｡

即ち,これ等の材料をPalade(1952)19)の方

法に従って, 1%のオスミウム酸溶液で速やか
に固定 し,型のように水洗及び脱水を行った後

ノルマ-ルブチル ･メタク 1)レー トとメチル ･

メクク リレー トを7:3の割合に混合 した包埋

剤中に包埋 した｡

超薄切片は島津製小林氏型 ミクロ トームによ

って作製 し,化学的な脱包埋 を行 うことなしに
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日立製作所のHU-10型及び明石製作所のTRS
-50型の電子顕微鏡を用いて観察 した｡

第 2章 実 験 成 績

第 1節 健常な家兎の肺の電子顕微鏡的

所見

肺胞壁が上皮細胞によって連続性に被覆 され

ていることは,晴乳動物肺を電子顕微鏡自勺に観

察 したものの殆んど全てが認めているところで

ある｡

表見の肺に於いても肺胞上皮細抱が連続性に

肺胞壁を隈な く膜状に覆っているのが認められ

る｡

肺抱上皮は核の存在 している部位に於いて厚

さが厚 くなっており,その両翼は薄 く膜状に延

びている｡その細胞核は略卵円形であり,その

基質は微細な頼粒状を皇 している｡ 核膜は二重

構造を呈 しその処々に浅い凹みがみられる｡

叉,切断部位によっては核の中に一個の核小

体が認められる｡

肺胞上皮細胞の細胞質は微細頼粒状の基質か

らなっており,その中に ミトコンドリアが認め

られるが,数は余 り多 くない｡

この肺胞上皮細胞に混 じて,肺胞壁には第 1

図のように肺胞壁細胞 (長石,長沢,板木)と

呼ばれる細胞が認められる｡

この細胞は肺胞上皮 とは臭って膜状の延長部

を欠如 し,肺胞腔に画 した部位に小繊毛を有 し

ている｡ 細抱質には比較的多数の ミトコン ドリ

アを含んでいるが,その外にオスミウム好性の

封 入体が多数認められる｡

ミトコンドリアは他の一般の細胞にみられる

ものと大差はないが,オスミウム好性の封入体

は特異な形態を皇 しており,その原基に就いて

は未だ不明である｡

肺毛細血管壁は第 2図のように内皮細胞の細

胞質が延びて形成され,細胞質は肺胞上皮のそ

れ とよく似ている｡

肺抱上皮細胞と,毛細血管内皮細胞にはそれ

ぞれの基底膜を伴っている｡ 基底膜は電子密度

がかなり高い非常に薄い膜である｡

内皮細胞の核はその内部構造が上皮細胞に比
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ベて比較的密であり,従って電子密度が高 く核

の陥凹が稽深 く垂削 ､ことが認められる｡

内皮細胞の核は二重膜構造を示すことは上皮

細胞と同様であるo

以上述べた諸細胞を填めているのが,肺胞壁

の中隔間質 と称される部分である｡ この中隔間

質の厚さは部位によって種々であり,その中に

格子状線維,腰原線維及び弾力線維等の線維性

物質や若干の間質細胞を含んでいる｡

中隔間質にみられる細胞は,比較的大型のも

のが多 く細胞境界が判然 としていない場合もあ

る｡ その細胞質には ミトコン ドリア を認める

が,オス ミウム好性の封 入体は認められない｡

又,肺胞腔には屡々垂填細胞と呼ばれる遊走

細胞が観察される｡

第 2節 水腫肺の電子顕微鏡的所見

第 1項 肺胞腔の電子顕微鏡的所見

水腫肺に於ける電子顕微鏡的所見の中で,健

常肺のそれ と着 るしく異っている点の一つは,

第 4I5図のように肺胞腔内に多数の赤血球及

び細長い針状の微粒子を認めることである｡ 肺

胞開城に於ける出血性の変化が,水魔肺の顕著

な組織学的変化の一つであることは既に第 1篇

に於いて述べたが,電子顕微鏡的にも肺胞関城

に於ける赤血球の漏出が認められる｡

健常肺の場合には,このように肺胞腔内に赤

血球がみられることは殆んどないので,水腫肺

に於いて肺胞腔内に認められる赤血球は,資料

作製の際に人工的に蘭 らされたものとは考え難

い ｡

このような赤血球の漏出はア ドレナ リンと生

理的食塩水を静注 した場合だけでな く,低酸素

負荷の場 合にも少ないながらも認められた｡

肺胞腔内に認められる微粒子は,電子密度が

非常に高い均質のものであって,その形は第 4

図に示すように円形,楕円形のものから細長い

針状のものに至るまで種 々の 形態 を里 してい

る｡ そしてその長 さは 0.7-0.8一日に及んでい

る｡

第 5図に於いては極めて多数のこのような微

粒子が認められるO これ らの襖粒子が寺重々の形
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を京しているのほ,実は針状の細長いものがい

ろいろの方向に切断されて,その断面がみられ

る為であろうと推定される｡

これらの微粒子は,ア ドレナリン及び生理的

食塩水を 混合静注 した 水腫肺の部分に於 いて

ち,肺胞壁の水腫性の変化が高度な場合に認め

られることが多 く,その附近に於いては度々肺

胞上皮の破綻を思わ しめる所見が認められた｡

第 2項 肺胞壁の電子顕微鏡的所見

1. 肺胞上皮

健常肺の肺胞上皮の膜状に延びた部分の厚さ

はせいぜい 1βまでであるが,水腫肺に於いて

は度々その厚さが第 9図のように数 βにも及ぶ

場合がある｡

それは肺胞上皮の細胞質内に空海様の構造が

出来たり,肺胞上皮と基底E英の間に剥離が起っ

た りして全体の厚さが厚 くみられるようになる

のである｡

第-に肺胞上皮の細胞質内の変化をみると,

健常肺でも小さな空海様の構造をみることもあ

るが,水腫肺では第 7図に示すような大 きな空

胞が屡々認められる｡

そして周囲の細胞質 とは境界が判然としてお

り,空泡内部は殆んど無構造を呈 し電子顕微鏡

的には非常に明るく見える.

空泡の形態は半円形,円形叉は楕 円形 であ

る｡

■次に肺胞上皮と基底膜との間の変化をみると

第 7･9図のように大 きな剥離腰の形成が認め

られ,細胞質は頼粒状の基質が疎 となり電子密

度が低 くてほとんど無構造様となる部分 も認め

られる｡

2. 肺胞壁毛細血管

肺水腫発来時には,肺胞壁の毛細血管内に高

度の欝血が認められることは既に前篇に於いて

述べたところであるが,電子顕棲鏡的観察に於

いても毛細血管内に第 8図のように多数の赤血

球が充満 している所見が崖}<認められた.肺胞

壁毛細血管の内皮細胞には,肺胞上皮に於ける

と同様に,その細胞質内に健常肺に於いても小

京大結研紀要 第7巻 第2号

さな空泡様構造が認められる.水腫肺に於いて

は健常肺の空海より大型の空海様の構造が屡々

認められる｡

さらに水腫性の変化が強 くなると,毛細血管

の内皮細胞とそれに接する基底膜との問には,

肺胞上皮とその基底膜との間にみられたと同様

に第 7図のような剥離腰が形成される｡これら

空胞や剥離腔は上皮細胞のそれらと同様に電子

密度が低 く,半円形や紡錘形の形態を示してい

る｡

以上のような内皮内の空海形成や,内皮の剥

離が高度 になると肺胞壁 毛細血管が 破綻を来

し,その部を通じてそれに接する中隔の間質内

に血管の内容が漏出するに至る｡

このように肺水腫発来時には血管内皮が破綻

し,その部を通 じて血や夜成分が漏出することは

既に第 1第に於いて述べたように,組織学的に

も認められるところである｡

著者は更に確認する目的で,大量のア ドレナ

l)ンと生理的食塩水を家兎の静脈内に注入して

肺水陸を招来せ しめ,それと同時に墨汁を注入

して肺胞壁毛細血管の破綻の有無を検討 した｡

その結果,水腫発生部位に於いては第15図の

ように,赤血球 と共に多量の墨汁粒子が肺胞壁

の間質内に漏出しているのが処々に於いて認め

られた｡

水塵肺の内皮細胞核は健常肺と同様に二重膜

構造を示し,強度の不規則な陥凹や切痕を認め

るものが健常肺に比べてやや多いようである｡

3. 肺胞中隔の間質

水腫肺に於いては肺胞壁毛細血管の破綻が起

り,そのために屡々肺胞の間質内に多数の赤血

球が漏出していることは前項に於いて述べた通

りである｡

第10･13図は弱拡大の写真であり,間質内に

多数の赤血球が認められる｡

併 しながら,漏出した赤血球に接する部分に

於いては第12図のように間質が疎になっている

所見が屡々認められる｡

叉,赤血球が認められな くても間質部の電子

密度が疎になり,僅かに繊細な顆粒状叉は網状
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の構造を残 して殆･んど無構造に近い状態になる

ことは,水腫肺に於いては屡々認められるとこ

ろである｡

特に変化が強い部分では,第14図のように間

質全体が均質な無構造の様相を呈 し,広い組織

間隙が形成されたようになる｡

肺胞壁毛細血管の破綻が起っている部位に於

いては,第15図のように間質内に赤血球が多数

漏出したために問質の線維成分が一方に圧迫さ

れたようになっている｡

線維成分をみると,腰原線維や弾力線維は一

般に多数の線維が集って線維束をなしており,

水腫肺に於いても個々の線維の間は比較的密接

していることが多いようである｡

併 しながら,線維束相互の間にある基質が疎

になるので,線維束の配列が疎になることが多

い｡さらに肺胞腔内に遊走 している所謂 塵填

細胞も水腹肺の場合屡々認められるが,その細

胞質には殆んど変化が招来 されていないようで

ある｡

第 3章 綜括並びに考接

水腫肺に於ける微細構造の変化は,これを二

つに分けて考えることができる｡

即ち,その一つは肺胞腔内に認められる変化

であり,他の一つは肺抱壁に認められる変化で

ある｡以下 これら二つの変化に就いて詳 しく検

討を加えることにする｡

弟 1節 肺胞腔内に認められる変化

肺胞腔内に認められる著明な変化は既に述べ

た ように,細長い針状の棲粒子をみることと血

液成分が肺胞腔内に漏出することである｡

これら微粒子は恐 らく肺胞腔内に漏出した血

液成分の中の線維素に由来するものであろうと

思われる｡

健常肺に於いてはこのような微粒子は全 く認

められないので,それが病的な産物であること

ははば確実である｡

更に,微粒子は肺胞腔内にのみ出現 して,柿

胞壁の細粒内には未だ全 く見出されないがその

理由は不明である｡
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第 2節 肺胞壁に認められる変化

1. 肺胞上皮に放ける変化

肺胞の微細構造に関 しては Low (1952,195

3)11'12',Swigart(1954)25',Policard(1954)21㌦

Bargmann(1955)1),Kisch(1955)9),Schulz(1

956)26),長石,長沢 (1956)14)等が電子顕微鏡的

に観察 している｡

その結果,人や晴乳動物では肺胞の上皮性被

覆が連続性に存在するということが略定説とな

っている｡

そ して肺胞上皮の膜状に延びた部分の厚さに

就いて,Low (1952)ll)は人では平均 0.2JJ又

はそれよりも稽薄いと述べ, 長石, 長沢, 板

木15)は同じく人では最も薄い部分は 0.1FL内外

であるが,モルモッ トでは0.07/∠内外であると

報告 している｡

Schulz(1956)27)はラッテの肺胞上皮の膜状

に延びた部分の厚さは 0.1-1.2βであり,平均

0.6′Jであると述べているが, 著者の家兎に就

いての観察に於いても略同様な所見が得 られて

いる｡

Schulz(1956)27)はラッテに3%炭酸 ガスの

負荷,Thiosemicarbazid及び ANTUの投与

並びに肺静脈本幹の結果等を行い,実験的に肺

水底を発生せ しめその肺組織に於いて電子顕微

鏡的に観察 している｡ そ して主に肺胞上皮や毛

細血管内皮の細胞質の水腫とか基底膜の変化に

ついてのみ報告 している｡

この結果,健常なラッテの肺胞上皮は 0.l-

l.2JJの厚さしかないものが,0.85-1.3JJの厚

さに連する場合を認めている｡ 著者の家兎に於

ける肺水腫の観察については更にそれを上廻る

ような上皮の肥厚が認められた｡

即ち,肺胞上皮に水腫性の変化が発生するた

めには,先づ最 も組織抵抗の少ない部分に招来

されるものと考えられ,肺胞上皮に著明な液体

の漏出を来 した結果である｡

従って上皮の幅が健常な場合より厚 くなって

観察される訳である｡

軽度の肺水腫の場合は,肺抱上皮の細胞質内

に比較的大型の空泡様構造が認められる｡
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併 しなが ら各種動物の健常な肺胞上皮に空海

が認められることは Hayek(1953)6)により光

学顕微鏡的に観察され,電子顕微鏡に於 いても

Low (1953)12)や Policard(1954)82)によって

報告 されている｡

水腫肺の場合は,健常肺に比 してより大型の

空海が多 く認 められるようになる｡

強度の肺水腫になれば,肺胞上皮は肺胞腔に

向って圧迫 され,肺胞上皮が宛も剥離されるよ

うな状態となり,剥離膿を形成するに要るもの

と考えられる｡

この場合も肺胞上皮 と肺胞壁の毛細血管内皮

との間の結合は,どの部分でも均等であるとは

いえないようであり,特に結合が強 くて容易に

剥離されない部位 もあるようである｡

その結果不規則 な形態をした剥離腔をみる場

合 もある｡

このように肺胞上皮は相当多量の漏出液を満

たすものと考えられ,更に漏出が増加する場合

には遂に肺胞上皮の破綻を惹起するに至る.

2. 肺胞壁毛細血管

毛細血管に於いても水腫肺の場合,内皮細胞

に血液成分の漏出と液体の瀦滑が認 められ,血

液成分の漏出は血管の破綻によって起 るもので

ある｡

Swigart(1954)加) は内皮細胞が肺胞壁か ら

劉離 して存在 し,それ らの間に裂隙をみるよう

な所見を観察 し,これを人工的にあるいは偶然

に,内皮細胞が部分的に刺離 して生 じたものだ

と述べている｡

板木 (1956)7)が観察 した処では, 毛細血管

が肺胞壁か ら離れて存在する場合には上皮性被

覆組織 との間に,主 として線維性物質か らなる

所謂中隔間質が常に存在すると述べている｡

Schulz(1956)27)は毛細血管の内皮の剥脱は

人工産物 として 時々認 められると報告 してい

る｡

併 しなが ら健常な 肺毛細血管壁の 厚さは ,

Schulz(1956)26)は人の肺では最大 2.3FLであ

りラッテの肺で 850Å～0.54〃 であると述べて

いる｡彼は更にラッテの水腫肺の場合は 2βの

大 きの 空泡を 内皮細胞以外の 毛細血管内 に認
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め,内皮細胞質内には0.35-0.53FLの空泡を認

めている｡

Bargmann (1956)1)は毛細血管内に同様な

独立 した空海を健常肺に認めているO

著者の水腫肺に於ける観察によれば,健常 な

場合 より頻繁に大小の空泡様構造を認め,肺胞

上皮の剥離腰 と同様なものも認められた｡特に

半円形叉は紡顔形のものが大部分であった｡

以上 のように毛細血管内皮にも血液成分の漏

出と液体の滞溜が認められ,軽度の場合は比較

的小さい空泡様の部分 を生 じ,強度になれは剥

離腔を形成 して内皮細胞の腫脹像を招来するも

のである｡

脇:坂(1958yllは犬の水腫肺に於いて電子顕磯

鏡的観察を行い肺胞上皮細胞,毛細血管内皮細

胞及び 中隔間質細胞の 核の 変化を 報 告してい

る｡ そしてクロマチン頼粒の核膜聞過辺部-め

偏在 と,核の不峯形を認 めている｡

著者の観察によれば,家兎の内皮細胞の核は

健常な場合も上皮細胞に比べて核 の陥凹が稽深

く鋭いことを認めてい るが,水腫肺の場合に強

度の陥凹や切痕を認めるものは稀に存在 してい

た｡

要するに毛細血管の内皮にも,高度になれば

1-2FLに及ぶ空海様構造を形成 し,さら肺胞上

皮 と毛細血管内皮の間に剥離腰を生 じて漏出液

を満たしているものと考 えられる｡

漏出が増強すれば当一然内皮の破綻を来たし,

この亀裂から中隔の間質内への血液 の漏出が発

現するものである｡

著者はこの血管の破綻を証明す るために,ア

ドレナ リンと生理的食塩水を家兎の静脈内に注

入す ると 同時に 墨汁の 静注を行 ったものであ

る｡

その結果中隔間質内に墨汁粒子を認め,これ

は明らかに毛細血管壁の破綻によって間質に漏

出したものでる｡

3 肺胞中靖の間質

肺胞中隔の間質には,教程 の細胞以外に線推

成分が認められることはLow(1953)1望),Polレ

card(1954)22)並びに 横木 (1956)7)等 によっ

て報告 されている｡
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腰原線維は電子顕微鏡的観察の結果,光学顕

微鏡 の可視限界にある細線維の外に微線維及び

原線維等が区別 されており,それらの線維成分

の間にはフェル ト状の基質が認められている｡

Low (1953)12)は肺胞領域の弾力線維は不規

則 な形をとって屈曲しており,オスミウム酸固

定の如何により種々の所見を示し,これに小孔

をみることが少な くないと述べている｡

Schulz(1956)27)はラツテの 肺水腫 に 於い

て,腰原線維の産院を伴った組織間隙の僅かの

増幅を証明すると報告している｡

著者の家兎の肺水腫に於いては,肺胞中隔の

間質に各樫線維をほとんど認めないJ阻織間隙と

して,或いは赤血球の充満した間質として認め

た場合もある｡

併 しながら線維成分が みられる間質に於い

て,血液成分の漏出のため各種の線維が一方に

圧排 されている所見も崖々認められたO

水腫肺の場合,線維束相互の間にある基質が

疎になるためその配列も疎になることがあるが

,間質の線維成分の個々の線維は比較的密接 し

ていて膨化を認めないものが多い｡

即ちこれらの変化は可逆自勺である｡

結 論

家兎を用い 実験的に 急性肺水腫を招来 せし

め,その肺組織を電子顕微鏡的に観察し以下の

結論を得た｡

1) 水腫肺に於ける電子顕微鏡的所見では

i) 肺胞腔内に於ける変化と ii)肺胞壁内に

於ける変化の二つに分けて考えることができる

2) 水腫肺の肺胞腔内に認められる主な変化

紘,肺胞腔内への赤血球の漏出と,電子密度の

高い針状の微粒子の出現である｡

この針状の微粒子は線維素の結晶であろうと

想像される｡

3〕 水腫肺に於いては肺胞上皮の一部が基底

膜から剥離 している像に接する｡ 又肺胞上皮に

は度々大小の空海が認められる｡

4) 水腫肺の肺胞壁の毛細血管内には屡々欝

血がみられる｡

叉肺胞上皮に於けると同様に内皮の一部が剥
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離する現像がみられ,さらに細胞質内に空泡が

認められることがある｡

5) 水腫性の変化が高度になると,肺胞上皮

や肺胞壁毛細血管の内皮が破綻 し血液成分が漏

出するものと思われる｡

6) 水腫肺に於いては肺胞中隔の間質内に赤

血球の漏出がみられ,液の瀦溜のために間質の

線維成分の配列が疎になっている｡

7) 水腫肺に於いては線推束の配列は疎にな

ることが多いが,個々の線維に著明な変化はみ

られないようである｡

全 篇 鯖 論

家兎及び犬を用い,実験的に急性肺水腫を発

生せしめ,それらについて病理組織学的並びに

電子顕微鏡的に観察した結果,以下の結論を得

た｡

1) 肺水腫は動物の種類や個体差によって起

り三陸い ものと起 り易 いものとが あるようであ

り,例えば犬は家兎に比べて水腫性の変化を肺

に起 し易い｡又,水腫性の変化は:全肺野に亘っ

て均等に招来されるものではなく,健常な部分

や種々の 水腫性の諸変化が混在 して認 められ

る｡

2) 水腫肺の肺胞領域に認められる組織学的

な変化はその程度の如何により以下の4型に分

頼される｡

第 Ⅰ度 :肺静脈枝及び毛細血管に欝血のみが

認められるもの,

第 ∬度 :肺胞腔内に血液成分が若干漏出して
′

いる段階のもの,

第 q度 :血液成分の漏出が更に高度となった

もの,

第 Ⅳ度 :漏出液が肺胞腔に充満し,変化が最

高度に達したもの｡

3) 肺水分量 とその肺の組織像 との間は平行

関係が認められる｡

4) 水腫肺に於いては,肺胞領域のみならず

肺動脈周囲部にも血液成分の漏出や,血性 リン

パの形成等の諸変化が認められる｡

5) 電子顕微鏡的観察により水腫肺の肺胞腔

内に認められる主な変化は,肺胞腔内への赤血
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線の漏出と,電子密度の高い針状の微粒子の出

圭昆とである｡

6) 水腫肺の肺胞壁にみられる電子顕微鏡的

所見は,肺胞壁毛細血管の欝血,肺胞中隔間質

内への赤血球や血兼の漏出,肺胞上皮細胞と毛

細血管内皮細胞 との細胞質内に於ける空泡形成

並びにそれ らの剥離を来たす こと等の諸変化で

ある｡

7) 水腫肺では赤血球のみならず,静脈内に

注入された墨汁粒子の間質内への漏出が認めら

れるO このように水腫性の変化が高度になると

肺胞壁毛細血管や肺胞上皮は破綻を起 し,血液

成分が漏出するものと息オっれる｡

8) 解剖学的並びに病理組織学的観点からす

ると, リンパの欝滑が肺水腫発采の三巨な原因で

あるとするAltschuleの所説には賛同し難い.

9) 要するに肺水腫発来時に於いては著明な

血液成分･の漏出が認められ,肺毛糸田血管や肺 1)

ソバ管の吸収能は決 して低下するものではない

が,それ らの吸収能を上廻る著明な漏出機転が

招来されることが肺水魔発来の原因であろうと

考 えられる｡
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第1囲 健儒家兎

の肺胞壁細胞 ×10000第2図 健常家兎の肺毛細血管内皮紬月包



- 240- 京大終研紀要 第 7巻 第 2号

第3図 水腹師 ‥肺胞壁細胞,健常肺同様に多くのオスミウム好性の封入体を認める.

×19000第
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第5図 肺月包腔内の微粒子 :肺胞上皮の破綻を思わせ

る部分に接して多数の微粒子をみるO間質内の赤血球も認む｡ メ6300

第6囲 水腫肺 :右上に軽度の肺胞上皮の肥厚を認める.基底膜が比較的明瞭.
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第7図 肺胞上皮及び毛細血管内皮の剥離 ×5400第8図 肺毛細血管の欝血 :左下に微粒子並びに肺塵填細胞をみる｡
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第 9図

A B肺胞上皮の剥離腔形成 :B図に間質内水腫も認む｡ x6

600第10図 肺胞中隔の間質内への赤血球漏出 ×4
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第11図 肺 胞 中

隔 の 間 質細胞質の基質が棺少
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第13囲 間質内に漏出した

赤血球 )〈5500第14囲 A肺胞中隔の間質内に於ける組織間
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第15園 A BA:血管内からする赤


